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(1 ) はじめに

今回調査したメディアを利用した生涯学習活動は、主に社会人に対して、衛星通信やイ

ンタ}ネット、あるいはピデオやCD-ROM等のメディアを利用した遠隔教育によって、

大学や大学院の教育を広く提供することを意図している。以下では、遠隔教育に対する図

番館サ}ピスの観点から、これらの活動の持つ問題点と課題について考えたい。

遠隔教育が図書館サーピスLこもたらす問題は、遠隔教育の学生は、大学のキャンパスに

来る機会が通学生に比べて少ないため、大学図書館を直接利用する機会が少ないことであ

る。大学における学習や研究は、大学図書館をフルに活用することによって可能となるの

であるから、大学図書館の利用が不十分ならば、十分な教育や研究は困難になる。

これまでの遠隔教育に関する論議では、講義の伝達方法に関心が集まり、図書館の利用

についてはあまり論じられていなし」図書館を直接利用する機会が少ない学生として、逮

問教育の学生のほかに、通信教育や放送大学の学生が考えられるが、絞らの問題もあまり

論じられていない。そこで、これらの学生仁対する図書館サービスや絞らの図書館利用』こ

関する論議を参考に、遠照教育の問題を考えたい。また、図書館で扱う図書や雑誌などの

図書館資料を学習ソフトの一種と考えて、その管理や入手の可能性についても考えたい。

(2) 図書館利用の内容

学生による大学図書館の利用には次の場合が考えられる。

①自分の求めるテーマに関してどのような資料があるかを書誌・索引で調べる。

①自分の求める資料が大学図書館にあるか、どの図書館にあるかを目録で調べる。

③資料の採し方や自録の利用法がわからないとき、レファレンスサ}ピスを利用する。

@大学図書館にある資料の貸出と他の図書館からの資料の相互貸借を利用する。

⑤大学図書館にある資料や他の図書館にある資料のコピーサービスを利用する。

⑥自分の求める情報・知識・アイデアを探して、大学図書館にある資料を直接調べる。

(3) ネットワークを通じた図書館利用

かつては、大学図書館に行かなければ、これらのサーピスは利用できなかったが、現在
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では、通信技術とコンピュータネットワークが発達したため、自宅にいながら利用できる

部分が増加してきた。①のかなりの部分は、ネットワーク上の書誌や索引を利用すること

ができる。②は、大学図書館のコンピュータシステムやネットワーク上のOPACにアク

セスすることができる。①は、電話や手紙やファックスのほか、電子メールで利用するこ

とができる。④と①の申し込みも、電子メールを利用することができる。

このように、図書館利用のうちのかなりの部分はネットワークを通じて利用できるよう

仁なるため、ネットワークを用いて図書館サーピスを提供する体制の整備が必要であるo

ネットワークを利用するには機器や通信費用の負担が必要になる。これは、大学から学生

にパソコンが貸与されれば、かなりの程度解決するが、通信費用の一部は学生が負担する

必要がある。

しかしすべてがネットワ}ク上で利用できるわけではない。①は、ネットワーク上で

利用できない資料が多数ある。また、@⑤は、郵送も可能であるが、図書館への来館が

求められる場合が多い。①の資料の藍接の利用は、電子化された情報以外は、図書館でな

ければ不可能であるo このように、不ツトワ}クの利用だけでは解決できない部分があ

る。

(4) 図書の提供方法の改善

図書の閲覧や貸出についてはこれまでもさまざまな試みが行われてきた。通信教育の学

生は、スク}リング以外は大学に登校する機会がないため、学生の地元で基本的な図書を

利用できるように配慮している場合がある。ある大学の通信教育課程では、各都道府県ご

とに公立図書館、大学図書館、専修学校などを 1機関ずつ選ぴ、通信教育の学習に必要な

基本図書数百冊を f遜教文庫jとして寄賠している。また、一部の大学の通信教育課程で

は、希望に応じて収録図書を郵送貸出している。しかし、他の大学では、通信教育の学生

が図書を借りるには大学図書館まで行かなければならない場合が多い。

放送大学では、本部に大規模な図書館があるほか、各都道府県に学習センターを設けて、

教官が推薦した基本的な資料を中心に数千冊を提供している。学習センターにない資料を、

本部の図書館が所蔵している場合は、学習センターを通じて学生に個人貸出する。さらに、

各都道府県ごとに 1-2館の大学図書館等との協定により連携協力関係を結び、放送大学

の学生が当該大学の学生に準じて利用できるように配慮している。それ以外の地域では、

地元の公立図書館や公開している大学図書館を調査し案内しているo このように綿密な濫
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慮が行われているo

ただし、学生が本部の図書館の資料の貸出を受けるには、学習センタ}まで行く必要が

ある。また、国立国会図書館や他の大学図書館の所載資料は、自宅に持ち帰ることができ

ず、学習センタ}内で読む必要がある。現在、放送大学のテレピ放送が全固化しているこ

とを考えると、これは社会人には必ずしも利用しやすい方法ではない。

このように、通信教育や放送大学の学生のための配慮が行われている場合でも、資料の

利用では通学生に比べてかなりのハンデイがあるo これは、遠隔教育が大学院で行われる

場合にはさら仁大きな問題となる。大学院で研究を行うには、多数の専門書、研究文献、

容考資料を探索し、読むことが必要だからである。この点を解決するには、上記のような

配慮をさらに進めて、郵送貸出などのサーピスの充実、他大学との連携協力による大学問

の図書館相互利用の制度化をさらに進めることが必要である。

(5) 公立図書館の充実

通信教育、放送大学の学生は資料の入手に書j苫と公立図書館を多く利用しているo 上記

の f通教文庫Jの多くは公立図書館に設置されている。それは、公立図書館が学生の身近

仁あり、場所や開館時間が比較的利用しやすいためである。全国に散在する通信教育、放

送大学、逮楠教育の学生の資料に対する要求のすべてを大学図書館で満たすことは困難で

あるし、これらの学生の多くは社会人であるから、公立図書館の協力が必要である。

これまで、公立図書館では、通信教育や放送大学の学生の図書館利用に対する関心は十

分ではなかったが、彼らの大学図書館や公立図書館の利用実態に関する調査、通信教育の

ための参考文献の公立図書館における所蔵状態の調査が行われている。その結果、通信教

脊や放送大学の学生は公立図書館をよく利用していること、大規模な公立図書館は通信教

育のための参考文献をかなりよく所蔵していること、大都市麗の中都市レベルの図書館で

は十分所蔵していないこと、特に、教養書はある程度所蔵しているが、専門書の所蔵率が

低いことなどが明らかになっている。

このため、公立図書館には、専門的な資料の充実と大学図書館の資料の相互貸借の窓口

の役割が期待されている。現在、一部の公立図書館では、サ}ピス目標を貸出冊数の増加

仁おき、ベストセラ}やポピュラ}な図書の複本の購入増加を追求する傾向があるが、こ

のような傾向は専門的な要求の存在を正しくとらえていないと思われる。現在、さまざま

な観点から、公立図書館の探査研究的利用や専門的な資料に対する要求が注目されている
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が、通信教育や放送大学の学生の利用自的は謂査研究であり、彼らの要求はこれに含まれ

る。放送大学の全国化、夜間大学院、通信教育制大学院等による社会人大学生・大学院生

の増加から、今後、公立図書館に対する専門的な資料の要求が増加することが予想され

る。

通信教育、放送大学のテキスト、参考文献リストの中には、公立留書館にとって、蔵書

構成を評価、検討する契機として者用なものがある。これらを活用して、蔵書構成につい

て検討する必要がある。

(6) 遠隔教育に対するアメリカ大学図書館の対応

逮捕教育の先進国であるアメリカでは、大学園書館は伝統的にキャンパスでの利用を前

提として組織化されてきたが、 1ω0年代に入ってから、遠隔学習課程の出現に伴い、組織

とサーピスの再編が求められていることが認識されるようになった口アメリカ研究図書館

協会 (ACRL:Association of College and Research Libraries)は、 1957年仁 f拡張諜程

学生への図番館サ}ピス・ガイドラインjを作成したが、これを1981年に大幅に改訂し

て、 rACRL拡張キャンパス図書館サーピス・ガイドラインjを作成した。 1990年に

はそれを改訂し、 1998年にはさらに改訂して fACRL遼蹄学習図書館サーピス・ガイド

ラインjを作成した。この中では、遠鴎学習にかかわる学生や教員は伝純的なキャンパス

にいる学生や教員と同等の図書館サービスと資源の提供を受ける権利があること、大学図

書館は、教員、学生、職員がどの課程に属していても、彼らのすべてのニ」ズに応える必

要があること、そのためには親機関からの特別な財政措置、積極的な計画や推進活動が必

要であることが指摘されている。

(1) 学習ソフトとしての図書・雑誌・ 16ミリ映画・ビデオ

学習に用いられる図書や雑誌は学習ソフトとしてとらえることができる。国立国会関書

館による国内出版物の網羅的収集の努力と各種の図書館ネットワ}クの整備により、広範

聞にわたる資料を迅速に入手できるようになったo しかし、現在でも園内で出版されたす

べての資料が自宅で読めるわけではない。国立国会図書館の所蔵資料は、貸出先の大学図

書館や公立関書館の施設内で読むことを求められる。これは通学生には困難ではないが、

逮関教育の学生や一般市民には国難である。この問題を解決するには、国立居会図書館に

よる複数納本じよる費出用コレクションの構築が必要である。このことは1980年代に論議
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されたが、国立国会図書館関西館が設置されるにもかかわらず、解決されていない。この

ように不十分な点はあるが、図書と雑誌に関しては、それを網羅的に収集すること、それ

を収録した全図書誌や全国総合目録を作成することが法律で定められており、それぞれか

なりの程度まで実現されている。これらの書誌や総合自録を用いて密書や雑誌について調

査することができる。これらの書誌や総合目録の一部はネットワーク上で無料で公開され

ている。相互貸借やコピーサーピスのル}ルもそれぞれの分野で確立されている。

他方、遠隔教育の教材のひとつである16ミリ映画やピデオ教材は、上記のような収集・

保存、書誌作成、根互利用がどの機関によって行われているのかが社会的に明確でなく、

その結果、資料の存在が十分知られていない傾向がある。 16ミリ峡画やピデオ教材につい

ても図書や雑誌と開と奴集・保存・情報提供の体制の確立が望まれる。

(8) おわりに

逮捕教育は、日本の高等教育の構造を大きく変えることが予想される。大学図書館や公

立翻番館もこの動きに対応しなければならない。社会の変化に対応できるように図書館の

改革を進めることが期待されている。
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